
三
月
二
十
一
日
に
開
か
れ
た
予
算
特

別
委
員
会
で
、
原
田
区
長
は
、
「
本
年
十

月
を
目
途
に
、
保
険
料
お
よ
び
利
用
料
の

所
得
実
態
等
に
即
し
た
軽
減
策
を
実
施
に

向
け
検
討
し
た
い
」
と
、
保
険
料
・
利
用

料
の
軽
減
策
の
実
施
を
約
束
し
ま
し
た
。

三
月
十
六
日
に
開
か
れ
た
予
算
委
員
会

で
、
全
会
派
が
一
致
し
て
「
保
険
料
・
利

用
料
の
軽
減
を
求
め
る
要
望
書
」
を
提
出

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
応
え
る
形
で
先
の
発

言
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

介
護
保
険
が
始
ま
っ
て
一
年
、
六
五
才

以
上
の
高
齢
者
す
べ
て
の
人
か
ら
保
険
料

（
現
在
は
１
／
２
）
の
徴
収
が
始
ま
っ
て

半
年
、
こ
の
間
多
く
の
方
か
ら
保
険
料
や

利
用
料
の
負
担
が
大
変
と
い
う
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
港
区
議
団

は
、
一
貫
し
て
定
例
会
の
代
表
質
問
や
予

算
・
決
算
特
別
委
員
会
等
で
、
区
独
自
の

保
険
料
、
利
用
料
の
減
免
制
度
を
求
め
て

き
ま
し
た
。

三
月
議
会
に
は
介
護
保
険
料
・
利
用
料

の
減
免
の
た
め
の
条
例
提
案
を
準
備
し
、

各
会
派
へ
共
同
提
案
を
よ
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
三
月
議
会
に
は
四
団
体
か
ら
「
保

険
料
・
利
用
料
の
減
免
を
求
め
る
請
願
」

が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
保
険
料
・
利
用
料
の
減
免

を
か
た
く
な
に
拒
否
し
て
き
た
原
田
区
長

も
、
こ
う
し
た
区
民
や
議
会
の
要
望
に
答

え
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
も
の
で
す
。

区
議
団
は
、
区
民
の
苦
情
な
ど
を
受
付

け
る
「
保
健
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
条

例
」
を
九
九
年
第
四
回
定
例
会
に
提
案
し
、

委
員
会
で
継
続
審
議
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

当
面
は
、
介
護
保
険
に
限
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
福
祉
施
策
全
体
に
拡
大
し
て
い
く

方
針
で
す
。

党
区
議
団
が
提
案
し
て
い
た
オ
ン
ブ
ズ

パ
ー
ソ
ン
条
例
と
ほ
ぼ
同
様
の
第
三
者
機

関
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

実
施
時
期
は
五
月
ご
ろ
の
予
定
で
す
。

昨
年
十
二
月
十
二
日
に
都
営
地
下
鉄
大

江
戸
線
な
ど
の
全
線
開
業
に
伴
う
都
バ
ス

路
線
の
廃
止
・
縮
小
な
ど
に
、
復
活
を
望

む
声
が
益
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

党
区
議
団
は
第
一
回
定
例
会
の
代
表
質

問
で
「
通
院
や
買
い
物
な
ど
区
民
は
毎
日

不
便
な
思
い
を
し
て
い
る
。
都
バ
ス
路
線

の
復
活
の
た
め
、
都
と
の
協
議
を
早
急
に

行
う
こ
と
、
同
時
に
議
会
や
老
人
会
な
ど

と
一
体
と
な
っ
て
復
活
に
全
力
を
あ
げ
る

べ
き
だ
」
と
強
く
求
め
ま
し
た
。
区
長
は

「
こ
れ
ま
で
寄
せ
ら
れ
た
区
民
の
声
を
踏

ま
え
、
議
会
と
も
連
携
し
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
答
弁
。

予
算
委
員
会
で
の
質
問
で
も
、
「
区
と

し
て
、
庁
内
に
調
査
チ
ー
ム
を
作
り
、
区

民
の
公
共
施
設
な
ど
へ
の
交
通
手
段
な
ど
、

区
内
の
交
通
利
用
の
実
態
調
査
を
行
い
ま

す
。
調
査
チ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
区
民
生

活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
影
響
す
る
た
め
、

都
交
通
局
の
協
力
を
得
る
と
と
も
に
、
庁

内
の
英
知
を
あ
つ
め
ら
れ
る
よ
う
、
効
率

的
な
執
行
体
制
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
も
く
ぼ
た
都
議
を
先
頭
に

住
民
と
一
緒
に
数
回
に
わ
た
り
都
と
交
渉

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
区
民
の

外
出
の
貴
重
な
足
を
確
保
す
る
た
め
、
頑

張
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
港
区
議
会
議
員

熊
田
ち
づ
子
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無
料
生
活
相
談

毎
月
十
二
日

夜
六
時
～

飯
倉
福
祉
会
館
を
予
定
し
て
い
ま
す

ご
連
絡
を
く
だ
さ
い

介
護
保
険
の
保
険
料
・
利
用
料
の
減
免
、
十
月
実
施
を
約
束

区
議
団
の
一
貫
し
た
要
求
と
住
民
運
動
が
議
会
と
区
を
動
か
す

都
バ
ス
路
線
復
活
問
題

党
議
員
団
の
質
問
に
区
長
が
「全
力
で
取
り
組
む
」と
答
弁

喫
茶
た
ん
ぽ
ぽ
新
橋
店
が
オ
ー
プ

ン
喫
茶
た
ん
ぽ
ぽ
は
、
知
的
障
害
の
人

た
ち
が
、
社
会
参
加
の
第
一
歩
と
し
て

働
く
お
店
で
す
。
浜
松
町
の
区
立
障
害

者
セ
ン
タ
ー
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ぷ
ら
ざ
）

に
つ
づ
く
第
二
号
店
が
新
橋
駅
前
の
区

立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
に
四
月
十
七

日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

新
橋
店

は
、
正
会

員
の
他
、

障
害
者
を

支
え
る
指

導
員
三
名

の
七
名
で

運
営
に
当

た
り
ま
す
。

お
近
く
に

お
出
掛
け

介
護
保
険
の
苦
情
処
理
の
第

三
者
機
関
が
設
置
さ
れ
ま
す



高
い
固
定
資
産
税
の
評
価
と
税
額
を
大

幅
に
減
額
せ
よ
と
、
昨
年
度
の
東
京
都
へ

の
不
服
申
し
出
は
、
港
区
で
一
四
五
人
、

千
代
田
・
新
宿
区
も
参
加
、
二
〇
〇
名
と

な
り
ま
し
た
。

高
い
固
定
資
産
税
か
ら
営
業
と
住
ま
い

を
守
る
会
は
、
都
の
審
査
委
員
会
の
中
で
、

評
価
が
売
買
実
例
の
ほ
ぼ
二
倍
に
も
な
っ

て
い
る
こ
と
や
、
不
整
形
地
の
評
価
の
修

正
率
が
正
し
く
な
い
こ
と
、
不
動
産
鑑
定

士
の
鑑
定
の
矛
盾
等
々
を
具
体
的
に
示
し
、

固
定
資
産
税
の
評
価
と
税
額
を
実
態
に
見

合
っ
て
引
き
下
げ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
申
し
立
て
を
し

た
方
の
内
二
三
件
が
、
不
整
形
地
や
私
道

部
分
の
是
正
な
ど
で
減
額
修
正
さ
れ
ま
す
。

最
大
で
一
二
・
五
％
の
減
額
修
正
で
す
。

減
額
修
正
さ
れ
た
方
は
、
「
多
く
の
不

服
申
し
出
と
具
体
的
な
審
査
会
で
の
矛
盾

点
の
追
及
が
力
に
な
っ
た
」
と
語
っ
て
い

ま
す
。
守
る
会
の
世
話
人
で
も
あ
る
、
く
ぼ
た

光
都
議
は
、
「
住
民
の
み
な
さ
ん
が
声
を

上
げ
て
き
た
こ
と
が
、
今
回
の
重
要
な
成

果
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
都
議
会
で
も

引
き
続
き
大
幅
減
税
の
た
め
、
都
の
姿
勢

を
正
し
て
い
き
た
い
。
同
時
に
、
今
年
度

も
申
し
出
さ
れ
る
方
を
広
げ
て
い
き
た
い
」

と
決
意
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
小
学
校
・
中
学
校
校
長
会
や
園

長
会
、
教
職
員
組
合
は
、
学
校
予
算
の
増

額
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

「
財
政
難
」
を
口
実
に
学
校
予
算
が
大

幅
に
削
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
小
学

校
運
営
費
は
平
成
七
年
度
と
平
成
十
二
年

度
を
比
較
す
る
と
四
十
九
・
九
％
と
い
う

状
況
で
す
。
こ
れ
で
は
、
備
品
の
買
い
替

え
は
お
ろ
か
、
学
校
運
営
に
も
支
障
が
生

じ
か
ね
ま
せ
ん
。

共
産
党
議
員
団
は
、
予
算
特
別
委
員
会

で
、
学
校
の
一
般
運
営
経
費
を
少
な
く
と

も
平
成
七
年
度
水
準
ま
で
戻
す
よ
う
要
求

し
ま
し
た
。

三
月
に
開
か
れ
た
第
一
回
定
例
区

議
会
は
二
〇
〇
一
年
度
予
算
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。
日
頃
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
て
い
る
要
望
を
元
に
質
問
し
ま
し
た
。

主
な
質
問
項
目
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
審
議
会
や
協
議
会
の
開
催
日
は
、
広

報
み
な
と
で
周
知
す
べ
き

◆
審
議
会
等
の
議
事
録
は
区
政
情
報
室

で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

◆
特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
数
を
区
は
実

数
で
把
握
す
べ
き

◆
特
養
ホ
ー
ム
の
削
減
さ
れ
た
補
助
金

の
復
活
を
都
に
求
め
よ

◆
保
健
所
職
員
の
実
態
に
あ
っ
た
配
置

◆
三
田
一
丁
目
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

全
て
の
情
報
を
公
開
し
、
住
民
が
納

得
の
い
く
街
づ
く
り
を

昨
年
の

不
服
審
査
で
二
三
件
が
減
額
修
正

今
年
も
不
服
申
し
立
て
が
で
き
ま

学
校
予
算
を
平
成
七
年
度
水
準
に
戻
せ

都
市
型
水
害
対
策
の

た
め
の
三
カ
年
計
画

こ
の
間
の
都
市
型
水
害
に
よ
っ
て
、

思
い
も
か
け
な
い
被
害
を
受
け
ま
し

た
。被
災
地
域
の
み
な
さ
ん
の
粘
り
強

い
運
動
と
、
党
区
議
団
の
議
会
で
の

提
案
で
、
港
区
と
東
京
都
が
「
雨
水

対
策
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
集

中
豪
雨
対
策
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
東
京
都
下
水
道
局
の
ク

イ
ッ
ク
プ
ラ
ン
と
あ
わ
せ
、
浸
水
地

域
を
中
心
に
透
水
性
舗
装
、
浸
透
性

Ｕ
字
溝
、
浸
透
枡
、
横
断
溝
等
々
、

都
市
型
水
害
の
対
策
を
二
〇
〇
一
年

度
～
二
〇
〇
三
年
度
の
三
年
間
で
実

施
す
る
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。
今

年
度
は
約
一
億
七
千
万
円
の
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、

東
大
医
科
学
研
究
所
内
や
聖
心
女
子

学
院
内
に
、
集
中
的
な
豪
雨
を
一
時

貯
め
て
お
く
貯
溜
槽
の
設
置
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。

固定資産税減税のため、
現地調査をする くぼた光都議（左）
と「会」事務局長

固
定
資
産
税

要
求
実
現
に

が
ん
ば
る


